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臼井議員の一般質問動画
１分30秒後より開始

臼井　猿の被害状況は。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農林部長　穂高地域では、人家の網戸を開けて侵入するとか、威嚇してく

　　る個体も目立つようになったと聞く。広域電気柵（以下電気柵）を導

　　入した三郷・堀金地域では、被害を完全に防げていない状況もある。

臼井　穂高地域では、群れが近くにいると怖いと感じ、散歩するときはバ

　　ットを持っていき、子どもだけでは遊ばせておけないという。

臼井　被害対策の効果、課題は。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農林部長　●補助をしているロケット花火やエアガンの効果は、一時的で

　　ある。●モンキードックによる効果も一時的で、群れ全体を追うこと

　　は難しい。●資材の支給・補助している電気柵は、周辺の立木や枝を

　　伐採する緩衝帯整備も有効で、計画的な作業が必要である。●市猟友

　　会に委託・補助しているオリによる捕獲後、ＧＰＳ発信器を付けた猿

　　が３頭いて、追い払い等に活用している。●猿の出にくい環境づくり

　　として、収穫後の果実・野菜の残渣や餌源となる木の実・木の適正処

　　理をお願いしている。

農林部長　ツキノワグマの目撃情報

は、昨年度と今年度それぞれ三郷

・堀金地域で1件と1件、電気柵の

設置のない穂高地域で34件と20件

であり、電気柵による大型獣の侵

入防止効果が発揮されていて、該

当区以外の広い地域においても被

害防止に役立っている。このこと

から、該当区の電気柵の維持管理

の努力への理解とその連携につい

て広く市民に周知していく。

臼井　2023年度予算では、穂高地域において猿にＧＰＳを着けることによ

る動態調査に581万円を増額し、これを活用し、募集した市民による追

い払いの報酬に615万円を増額している。ＧＰＳの活用と追い払い隊に

よる活動は今後何年も継続されるだろう。一方、電気柵の維持管理を

している区民への報酬的な予算は

ない。該当区民の役割に対する評

価をおろそかにしていいのか。該

当区民の活動に関する広報と、該

当区民とともに維持管理に参加す

る市民を募ってほしい。　　　　

農林部長　新年度鳥獣被害対策実施隊

の活動に電気柵等の維持管理を含

め、報酬を払うことを考えている。

臼井　猿害対策の基本は、①電気柵や

　　見通しのよい空間など緩衝帯を設けること、②モンキードッグなどに

　　よる追い払いにより、里は猿にとって安心して住めるところではない

　　と思わせること、③山に猿の餌があること、④猿の個体数が増えてい

　　る下での適正な駆除　である。今後の猿害対策を伺う。　　　　

市内ではニホンザルが人里の林内に
ねぐらを持つようになっている。

クマ、イノシシ、シカの侵入防止効
果が発揮されている山沿いの電気柵

　以下３つの活動があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑴新事業として実施する、チームでサルを山に追い上げる活動　　　　

　出動は市の指示による。1回２時間程度。群全体をゆっくり追い上げる

　＊追い払い隊員申し込み期限は5月19日です。　　　　　　　　　　　

⑵従来から行われていた、三郷・堀金地域の電気柵の設置・管理の活動

⑶これまで唯一実施隊の活動とされていた捕獲指導・捕獲作業

臼井　令和４年度定期監査報告書において、職員課に対して「職員自らが

　　マイナンバーカードを持つことは、普及の後押しには欠かせません」

　　と意見がなされた。これは、マイナカードの取得を強いるもので、任

　　意取得の原則に反するのでは。　　　　　　　　　　　　　　　　　

市監査委員　市職員のマイナカード取得は、任意であり、強制するもので

　　はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

臼井　職員課は職員にマイナカードの取得の推進をしてきたのか。　　　

総務部長　正規職員に対して積極的に取得の検討をお願いしてきた外、職

　　員の取得状況の個別調査の回答をお願いしてきた。回答は強制するも

　　のではない。（➡下記【補足】参照）　　　　　　　　　　　　　　

臼井　取得状況の個別調査の方法、回数、中身を具体的に伺う。　　　　

総務部長　職員の取得の推進について総務省から９回依頼があり、取得を

　　お願いしている。職員の取得状況調査は、令和元年６月以降13回実施

　　している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

臼井　未取得者だけに働きかけがあるのか。取得の有無を個別に知られる

　　ことはないのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総務部長　未取得者のリストは部局長に一切渡してなので、一定守られて

　　いる。

　【補足】　個別調査の回答は「強制するものではない」といっても、調

査は、「依頼」となっており、「回答期限厳守」、「重要通知」ともなっ

ていて、職員にとって、「回答しなくてもよい」とは到底受け取れません。

中には「必ず回答」となっているものもあり、明らかに回答を「強制する

もの」です。さらに、「未取得者に対しては、交付申請書の順次発送され

る」と、個人情報を本人許可なく使われる事態まで起きています。　　　

【市民の健康を守れるのか】　政府による異常なマイナカード取得推進は、

ついに健康保険証を廃止してマイナカードに置き換え、カードを取得しな

いと受診に不便が生じかねないと脅して取得強制に踏み出しました。これ

は、マイナ保険証もカード未取得者に必要な資格確認書も申請交付にし、

保険税を払う国民への義務である保険証を届ける責務を放棄する暴挙であ

り、申請できない国民を無保険状態にさせる、国民皆保険制度の否定です。

農林部長　捕獲した雌猿にＧＰＳ発信機を取り付け、群れの行動パターン

　　やねぐらを割り出し、それを基に追い払いをする。猿の位置情報はス

　　マホやパソコンで確認でき、的確な追い払いが可能になることから、

　　市民を鳥獣被害対策実施隊員（追い払い隊員）として募集する。
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6月4日は安曇野ハーフマラソン

臼井　新型コロナウイルス感染症の12～2月の感染状況は。

臼井　５月８日から新型コロナ感染症を２類相当から５類に引き下げた場

　　合どのような課題があるか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保健医療部長　●重症化リスクの高い家庭に接する場面での基本的な感染

　　対策が必要である。●意識が緩むことによる基本的な感染症対策の不

　　足による影響が課題である。●段階的な引下げにより、医療費や検査

　　費用等の自己負担が増え、受診控えなどによる感染拡大や体調悪化も

　　懸念がされる。●診療や入院の受入れなど、必要な医療提供確保も課

　　題であり、県や医療圏としての体制整備も必要である。　　　　　　

　　　関係機関と情報共有を図りながら、国や県の方針に基づいた必要な

　　対策や市民への周知を行い、不安の払拭を図っていく必要がある。　

臼井　特に弱い人がいる介護事業所や医療機関への支援、クラスターの危

　　険、クラスター発生による経営難に陥ることへの緊張が続くことも課

　　題である。

臼井　市民を不安にさせず、市民の命を守るために、国の方針待ちでなく、

　　国や県にもしっかり要望を出してもらいたい。医師会とも連携して進

　　めてほしい。今後の国や県への要望、市独自の施策はどうか。　　　

市長　クリニック等の外来診療、入院治療の確保や医療費の公的支援で安

　　心して検査から治療、療養できることは大事である。国や県の方針を

　　よく見極めた上で市独自の施策や県や国に要望する施策を通じて、市

　　民の命と健康を守り、暮らしと産業

　　をしっかり守っていきたい。

臼井　介護施設や医療機関に抗原定性検

　　査キットを配るなど必要な支援を継

　　続してほしい。相変わらず大変な緊

　　張を強いられる医療・介護施設や関

　　係する家族等へ支援をしてほしい。


